
                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年１月２１日（火）  

江戸川区立葛西第二中学校  

生活指導部  

 葛西二中ではインフルエンザの流行が落ち着いていますが、依然  

として警戒すべき感染症であることに変わりはありません。特に３  

年生は進路を決めるための大事な時期に入っています。油断せずに  

体調管理を心がけましょう。  

 ところで、インフルエンザにも「注意報」「警報」があることを  

知っていますか？これは、気象に関する注意報・警報と同様に、  

日本各地でどのくらいインフルエンザが流行しているのかを示すも  

のです。国立感染症研究所感染症情報センターが毎週更新している  

ので、ニュースなどをチェックしてみてください。  

 

 

 

 

 

 

 

この季節に注意が必要なインフルエンザと感染性胃腸炎について載せました。  

インフルエンザの初期症状は、かぜの症状と似ていますが個人差があります。自己判断せず

に体調が優れない場合は早めに受診をする、休養をとる、消化の良いものを食べる、水分補給

をするといった対応をすることが大切です。  

 



 

 

 

 

 

 

  

＊１月２２日～３１日まで 

換気キャンペーンを行います＊ 

 保健委員会の活動として、『換気キャンペー

ン』を実施します。  

 空気は目に見えないので分かりにくいです

が、閉め切った部屋の空気はとても汚れていま

す。  

 二酸化炭素、衣服などのホコリ、ウイルスや

細菌などが原因で空気が汚れやすくなってい

るからです。  

 また、二酸化炭素の濃度が高くなると、頭痛

や集中力の低下などの影響が出てしまうため、

定期的な換気をして空気の入れ替えをするこ

とが大切です。  

 そこで、保健委員会では１０分休みと昼休み

に窓と扉を開けて換気を行うことにしました。 

 窓側、廊下側の生徒のみなさんは寒いと思い

ますが、感染症予防のために協力しましょう。 

＊換気のメリットは他にも＊  

新鮮な空気にはリフレッシュ効果が  

あり、脳の働きが活性化します。その  

ため、気分がすっきりする、集中力が  

高くなるといった効果があります。  

 

インフルエンザウイルスは、空気中では湿度５０％

以上で２～８時間、乾燥状態では１日以上生存してい

ると言われています。  

しかし、２１℃の室温で湿度６５％  

の状態を１６時間保てば、９９％イン  

フルエンザの増殖力や感染力を奪うこ  

とが出来るという研究結果もあるそう  

です。気温と湿度が関係していること  

が分かりますね。  

 

 

 

 

 

 


